
【漢字学習/IF法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字を覚えるには、「書く練習」ではなく「思い出す練習」のほうが効果的です。 

《学校でのやり方》 

①漢字の読み、意味を教える。 

②子どもたちを集めて、黒板にお手本を大きく書く。 

「何回か目でなぞってみて、覚えられたかなと思ったら目をつぶって頭の中で書いてごらん。」 

「思い出せない所があったら、すぐに目を開けてお手本をみて確認してね。」 

「覚えたら、また目をつぶって頭の中で書いてごらん。頭の中で最初から最後まで書ききれたらもう覚えているよ。」 

「ためしに、黒板のお手本を見ないでノートに1回書いてみよう。書けなかったらもう一度黒板を見て覚えてみよう。」 

 


